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「機械の中部点検」 
岡田美穂（おかだみほ）さん 

（春日部市立川辺小学校 5年） 

 

              機械の中に人が小さくなって入って 

              目でかくにんできないような小さなトラブルを 

              見つけているところ。  
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「なんでもなおしちゃうマシン」 
須藤二葉（すどうふたば）さん 

（川崎市立平間小学校 1年） 

 

       こわれたものをなんでもなおしてくれるきかいです。 

       おもちゃも、われたカップも、やぶれたほんも、しょんぼりしたおはなも、 

       げんきにもとどおり。じしんでこわれたおうちもなおしちゃいます。  
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「地球を冷やす機械」 
杉平会利（すぎひらかいり）さん 

（浅草寺幼稚園 年長） 

 

         地球温暖化を止める為に、雪の花や、氷の花火を出して、 

         地球を冷やします。見ている人も楽しめます。 

         地球も皆も、幸せになれる様にと、願いを込めて、描きました。  



■応募作品リスト （応募者氏名五十音順） 

 

「機械の中部点検」 

 岡田美穂（おかだみほ）さん 

「世界中のどこの言葉も話せて子どもと遊ん

だりする、どこの国にいても、他の国にすぐに

行けるロボット」 

 乙成花楓（おとなりかえで）さん 

「地震や洪水から建物を守るロボット」 

 乙成華菜（おとなりかな）さん 

「なんでもだしてくれるテント」 

 加藤源岳（かとうげんた）くん 

「そらとぶスケボー」 

 加藤岳梓（かとうたけし）くん 

「人をたすける機械たち」 

 神山栞音（かみやまかのん）くん 

「天気が変わったハッピッピー！」 

 神山泉葵（かみやまみずき）さん 

「量産型潜水船」 

 神山由喜斗（かみやまゆきと）くん 

「地球を冷やす機械」 

 杉平会利（すぎひらかいり）さん 

「コミュニケーション ヘッドセット across/wit

hout boundaries」 

 須藤然（すどうぜん）くん 

 

「なんでもなおしちゃうマシン」 

 須藤二葉（すどうふたば）さん 

「家と外の環境を良くするガラス」 

 竹村駿一（たけむらしゅんいち）くん 

「みらいのトラック～春夏秋冬～」 

 豊田健太郎（とよだけんたろう）くん 

「おひめさま おけしょう マシーン」 

 豊田莉菜（とよだりな）さん 

「あんしんチェアー」 

 鳥居真結（とりいまゆ）さん 

「わたしの苦手なものから守ってくれるロボッ

ト」 

 福田夏望（ふくだかの）さん 

「むしだいすきロボくん」 

 福田隼士（ふくだしゅんじ）くん 

「おてんきひこうき」 

 古川寛大（ふるかわかんた）くん 

「むしのなきごえでなんていってるかわかるき

かい」 

 増田創太（ますだそうた）くん 

「ジュースとごはんを作るキカイ」 

 光岡奈南（みつおかなな）さん 

「雲まで届くはしご付クレーン車」 

 柳瀬慧太（やなせけいた）くん

 

以上 21件 ご応募ありがとうございました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一般社団法人日本機械学会 http://www.jsme.or.jp/ 

〒160-0016東京都新宿区信濃町 35 信濃町煉瓦館 5階 

電話（03）5360-3500（代表）     2016.7（100） 

 「夢の機械・キカイ、未来の機械・キカイ」をテーマに昨年に引き続き、若い方々の絵画作

品を募集しました。たくさんの応募をいただき有難うございました。 

 応募されました 21件の作品のタイトルは、全部掲載させていただきました。 

 慎重に審査を行いました結果、受賞作品集に掲載の 3 件を優秀賞に決定しましたが、

件数に限りがあるため優秀賞に選ぶことができなかった作品にも多くの優れた作品があり

ました。 

 応募作品には、大人の発想を超えたアイデアがたくさんあります。今回の絵画コンテスト

の応募作品やコンテストそのものが、多くの皆様に、織姫が布を織る天上の「機」をイメー

ジし、未来の機械を考え、夢を育む機会となれば幸いです。 

 最後に絵画コンテストにご協力いただきました皆様、審査にあたられた皆様に厚く御礼

申し上げます。 

 

一般社団法人日本機械学会 

2016年度「機械の日」実行委員長 姫野龍太郎 


